
世
界
初
の
圧
縮
成
形
加
工
が

木
材
の
可
能
性
を
広
げ
る

日
本
は
豊
富
な
森
林
資
源
を
持
ち
な
が
ら
、

間
伐
作
業
を
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
た
山
が
多
く
、
森
林
の
崩
壊
が
進
ん
で
い
る
。

こ
れ
を
く
い
止
め
る
手
立
て
は
、
こ
れ
ま
で
使
い
道
が
な
か
っ
た
針
葉
樹
を
、

有
効
に
使
う
方
法
の
開
発
だ
。

圧
縮
成
形
加
工
の
技
術
を
使
え
ば
、
針
葉
樹
の
よ
う
に
柔
ら
か
い
木
材
を

金
属
の
よ
う
に
硬
く
で
き
、
家
具
と
し
て
製
品
化
す
る
こ
と
も
可
能
。

応
用
生
物
科
学
部
環
境
分
子
科
学
バ
イ
オ
マ
ス
変
換
学
研
究
室
の
棚
橋
光
彦
教
授
に
、

木
材
の
性
質
を
変
化
さ
せ
る
圧
縮
成
形
加
工
の
技
術
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

圧縮加工したスギ材の家具は
業界に衝撃を与え、
世界中から高評価を得ました。

　スギは飛騨の森林の20％を占め
ながら、使われず放置されていま
す。この豊富な資源を有効活用した
いという思いから、スギの家具の研
究を始めました。木材の圧縮加工
技術を開発された棚橋先生のこと
を知り、研究の成果を見せていただ
くうちに、これはいける、と確信しま
した。そして、飛騨産業を筆頭に林
業・製造業の5社が集まり『飛騨杉
研究開発協同組合』を設立。圧縮
成形加工したスギ材を製品にするた
め、傷やシワのない仕上がりを目指
し、試行錯誤を重ねました。
　2005年には、イタリア人デザイナー
とのコラボレーションによる、スギの
家具「HIDA」をミラノで発表。今
まで家具にスギを使うことはあり得
ないことでしたから、新たな可能性
を作ったと、国内外から高い評価を
得ました。棚橋先生との共同開発は
始まったばかりですが、最先端の技
術を組み合わせることによって、大き
な可能性の広がりを感じています。

飛騨産業株式会社
専務取締役

本母 雅博さん（写真左）

研究室室長

大川 伸吾さん（写真右）

棚橋教授とタッグを
組んだ企業の思い

再
生
産
可
能
な
新
た
な
資
源
に
、

作
り
変
え
る
技
術
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
変
換
学
と
は
、木
材

な
ど
の
生
物
資
源
（
バ
イ
オ
マ
ス
）

の
形
を
変
え
た
り
、
成
分
を
分
離

す
る
な
ど
し
て
、
有
効
に
活
用
し

て
い
く
た
め
の
研
究
で
す
。
バ
イ

オ
マ
ス
は
再
生
産
可
能
な
持
続
性

の
あ
る
資
源
な
の
で
、
今
後
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
石
油
製
品
に
代

わ
る
も
の
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し

た
点
か
ら
も
、重
要
な
研
究
に
な
っ

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
研
究
で
最
も
活
用
さ
れ

る
の
は
木
材
で
す
。
日
本
は
豊
富

な
森
林
資
源
が
あ
り
な
が
ら
、
間

伐
作
業
が
行
わ
れ
ず
、
荒
れ
た
状

態
で
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
自
国
の
木
は
加
工
し
に
く
く
、

わ
ざ
わ
ざ
荒
れ
た
森
か
ら
伐
り
出

し
て
使
う
よ
り
、
輸
入
材
の
方
が

安
上
が
り
と
な
り
、
森
林
崩
壊
の

悪
循
環
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
こ
で
、
日
本
の
木
を
“
使
え
る

木
材
”
に
変
え
る
方
法
と
し
て
開

発
し
た
の
が
、
圧
縮
成
形
加
工
の

技
術
で
す
。

　

通
常
、
圧
縮
し
た
木
材
は
水
に

濡
ら
す
と
元
に
戻
り
ま
す
が
、
高

圧
の
蒸
気
の
中
で
プ
レ
ス
す
る
こ

と
に
よ
り
、
変
形
す
る
性
質
を
抑

え
、
形
状
を
記
憶
し
た
ま
ま
固
定

さ
せ
る
こ
と
に
成
功
。
木
材
の
細

胞
壁
の
主
要
成
分
は
セ
ル
ロ
ー
ス

と
い
う
物
質
で
構
成
さ
れ
て
い
る

の
で
す
が
、
圧
縮
に
よ
っ
て
こ
の
結

晶
が
組
み
替
わ
り
、
安
定
し
た
状

態
を
作
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で

す
。
こ
の
性
質
を
利
用
し
て
成
し

得
た
、画
期
的
な
技
術
で
す
。

ス
ギ
材
は
家
具
に
不
向
き
、

こ
の
常
識
を
覆
し
た
。

　

現
在
、
日
本
の
山
の
約
半
分
を

占
め
る
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
針

葉
樹
。
特
に
ス
ギ
は
材
質
が
柔
ら

か
く
、
強
度
が
な
い
こ
と
か
ら
、
家

具
に
は
不
適
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
圧
縮
成
形
加
工
を
施
す

こ
と
で
、家
具
に
適
し
た
木
材
に
作

り
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
飛

騨
の
山
に
放
置
さ
れ
た
ス
ギ
を
、な

ん
と
か
家
具
に
利
用
し
た
い
と
い

う
『
飛
騨
産
業
』
と
の
共
同
開
発

が
始
ま
っ
た
の
は
、
10
年
ほ
ど
前
の

こ
と
。
ち
ょ
う
ど
研
究
室
の
卒
業

生
が
入
社
し
た
頃
で
し
た
。
そ
れ

か
ら
お
よ
そ
３
年
後
に
は
、圧
縮
成

形
加
工
を
施
し
て
強
度
を
高
め
た

ス
ギ
材
の
家
具
を
、世
界
で
初
め
て

製
品
化
で
き
ま
し
た
。
こ
の
快
挙

は
、
家
具
業
界
の
み
な
ら
ず
、
木
材

を
扱
う
す
べ
て
の
業
界
に
衝
撃
を

与
え
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
今
ま

で
木
材
と
し
て
使
え
な
か
っ
た
、ポ

プ
ラ
や
ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
柔
ら
か
い

木
、
あ
る
い
は
早
く
成
長
す
る
が
、

内
部
は
カ
ス
カ
ス
で
比
重
の
軽
い

木
も
、
数
本
を
重
ね
て
圧
縮
す
れ

ば
１
本
の
硬
い
角
材
に
成
形
で
き
、

様
々
な
用
途
に
使
え
る
と
い
う
、新

た
な
可
能
性
を
拓
い
た
か
ら
で
す
。

先
を
見
据
え
て
、

木
材
加
工
の
限
界
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

　

現
在
、
新
た
に
『
飛
騨
産
業
』

と
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、特
許
も

取
得
し
た
技
術
、
３
次
元
成
形
で

す
。
圧
縮
成
形
加
工
し
た
木
材
を

伸
ば
し
た
り
、
縮
め
た
り
し
て
、
ス

ピ
ー
カ
ー
の
コ
ー
ン
の
よ
う
な
３

次
元
の
成
形
加
工
を
施
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
後
は
よ
り
踏
み
込

ん
だ
環
境
問
題
へ
の
配
慮
も
重
要
。

使
用
後
に
自
然
へ
還
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
薬
品
や
接
着
剤
を
使

わ
ず
に
高
圧
蒸
気
の
み
で
加
工
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、横
だ
け
で
な
く
縦
に
も
伸
縮
さ

せ
る
、
も
っ
と
複
雑
な
３
次
元
加
工

に
改
良
し
て
い
く
こ
と
も
今
後
の

課
題
。
さ
ら
に
、枝
葉
や
樹
皮
、根
、

圧
縮
過
程
で
搾
り
出
さ
れ
た
抽
出

液
ま
で
、
木
材
す
べ
て
を
有
効
活

用
で
き
る
技
術
開
発
な
ど
、
木
材

加
工
の
限
界
に
挑
み
続
け
ま
す
。

不要なものに価値観を与える研究に
達成感を感じています。

研究室の
学生に聞く

当研究室はバイオマスという身近なものをテーマとして
扱っており、実験の結果が目に見えて表れます。そういっ
た点から、自然環境の改善や不要なものに新たな価値を
与えるといった達成感を得ることができます。

大学院応用生物科学研究科
資源生命科学専攻 2年
バイオマス変換学研究室

田中 太郎さん（写真右）

飯田 崇さん（写真左）

細いスギの丸太も重ねて圧縮成形加工す
れば頑丈な角材に。

圧縮成形加工したスギ材の椅子。
著名なデザイナー、エンツォ・マー
リが手掛けた。

「HIDA」シリーズ

家 具 ×
圧
縮
成
形
加
工

岐阜大学応用生物科学部 環境分子科学
バイオマス変換学研究室 教授

棚橋 光彦
with 飛騨産業株式会社
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